
茨城キリスト教大学　2010年度授業概要

22139 疾病の栄養アセスメントａ、ｂ
Nutritional Assessment for Disease 

３年次～
後期
２単位

辻　啓介 F必

管理(Ｆ)

種々の疾病の治療において必須である「栄養管理」の要点と対策を学ぶ

 臨床現場における「栄養管理」の基本である傷病者の栄養状態を評価する方法についての理解を深める。
 
 各種疾病の患者は特有の栄養障害を引き起こすので、まずは指標となる身体計測値と臨床検査値のデータから
どのような疾病か情報の解析を行う。また臨床検査値の種類とその基準値に関する基本的な考え方や疾病による
変動について学ぶ。検査値から疾病の状態を解析する技能と知識、疾病の管理に必要な検査項目を選択する技量
を涵養する。さらには症例毎のモデルを解析することにより栄養アセスメントや栄養計画の完成度を高める。

第１回　栄養スクリーニング
第２回　栄養介入：主観的包括的評価と客観的栄養評価
第３回　栄養評価の指標
第４回　栄養管理に必要な検査値の読み方（１）
第５回　栄養管理に必要な検査値の読み方（２）
第６回　疾病ごとの栄養アセスメント：肝臓病
第７回　疾病ごとの栄養アセスメント：動脈硬化
第８回　疾病ごとの栄養アセスメント：糖尿病
第９回　疾病ごとの栄養アセスメント：腎臓病

第１０回　疾病ごとの栄養アセスメント：消化器疾患
第１１回　モデル症例の検討（１）
第１２回　モデル症例の検討（２）
第１３回　モデル症例の検討（３）
第１４回　モデル症例の検討（４）
第１５回　まとめと試験

教）奈良信雄　著『栄養アセスメントに役立つ臨床検査値の読み方考え方ケーススタディ』（医歯薬出版）
参）中村丁次、板倉弘重　著『事例・症例に学ぶ栄養管理』（南山堂）、その他の配布プリント、視聴覚資料

出席状況、小テスト、レポート、テストなど

前の授業で指示する

http://www.icc.ac.jp/


